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Greetings
from the director

ごあいさつ

我が国は、未曽有の人口減少社会を迎え、加えて医療需要人口も減少し始めて

います。そのような状況のなかでも、当院はより高度で安全な医療をお届けし、

地域の皆様に信頼され、愛される病院を目指し、皆が一丸となって日々奮闘して

います。そこで当院の医師をより知って頂くため、2025年版のDoctor’s Fileを

作成しました。3年前にはそれぞれの診療科個別のパンフレットを作成し好評を

頂きましたが、今回は各診療科常勤医師全員のProfileを載せることにより、病

院全体をとらえて頂きやすくなると考えました。病病・病診連携をより強く深く

進め、その結果地域住民の皆様の健康を守ることに繋がると信じ、また切に願っ

ています。是非ご参考にして頂き、本冊子をご活用頂けると幸いです。

社会福祉法人恩賜財団済生会支部
山口県済生会下関総合病院

院長　森  健治
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■令和6年度診療実績

冠動脈インターベンション（PCI）総数
急性冠症候群に対するPCI
心臓カテーテルアブレーション
ペースメーカー（新規）
ペースメーカー（交換）
植え込み型除細動器（新規）
植え込み型除細動器（交換）
両心室ペースメーカー（新規）
両心室ペースメーカー（交換）
両心室ペーシング機能付き植え込み型除細動器（新規）
両心室ペーシング機能付き植え込み型除細動器（交換）
経胸壁心エコー
経食道心エコー

312
112
127
72
17
1
9
8
2
6
6
6257
238

ド ク タ ー 紹 介

●趣味
バイク、息子の野球観戦
●診療へのこだわり
患者さんが笑顔になるように
●好きな飲み物
ハイボール

●診療へのこだわり
安全第一
●好きな食べ物、飲み物
パスタ

●趣味
ランニング、野球観戦
●診療へのこだわり
複雑な心臓疾患の病態を分か
りやすく説明すること
●好きな食べ物、飲み物
どんどんのうどん

白石 宏造 
Shiraishi Kozo

平成18年　高知大学卒
日本内科学会認定内科専門医
日本内科学会総合内科専門医
日本循環器学会専門医
心臓リハビリテーション学会指導士
日本心血管インターベンション治療学会認定医

鈴木 慎介 
Suzuki Shinsuke

平成13年　山口大学卒
日本内科学会総合内科専門医
日本循環器学会専門医
日本不整脈心電学会専門医

●趣味
エレキギター
●診療へのこだわり
心の通った丁寧な診療
●好きな食べ物、飲み物
ラーメン、コーヒー

平野 能文 
Hirano Yoshifumi

平成６年　島根大学卒
日本内科学会認定内科専門医
日本内科学会総合内科専門医
日本循環器学会専門医
日本心血管インターベンション治療学会認定医

山田 寿太郎 Yamada Jutaro

副院長、循環器内科科長、冠疾患治療科科長

平成6年　鹿児島大学卒
日本内科学会認定内科専門医
日本循環器学会専門医
日本心血管インターベンション学会専門医

●趣味
ウォーキング
●診療へのこだわり
患者さんの希望に沿った上で、
よりよい医療を提供する
●好きな食べ物、飲み物
辛い物

内田 耕資 
Uchida Kosuke

平成18年　山口大学卒
日本内科学会認定内科専門医
日本内科学会総合内科専門医
日本循環器学会専門医
日本超音波医学会専門医
心臓リハビリテーション学会指導士

循環器内科では急性心筋梗塞・狭心症などの冠動脈疾患、心房細動などの不整脈疾患、
急性心不全および慢性心不全などの心疾患の診断と治療を行っており、特に急性心筋
梗塞に対しては24時間体制で対応しています。
冠動脈疾患に関しては石灰化や血栓が原因になることがあり、石灰化病変ではロータブ
レーター、ダイアモンドバック、ショックウェーブなどのデバイスを、また血栓に対してはエ
キシマレーザーも使用しています。心房細動に対してはアブレーション、突然死予防の植
込み型デバイス、徐脈性不整脈に対するペースメーカ植え込みも積極的に行い、地域の
患者様に対して生命予後の改善だけではなく、生活の質の向上を目指して診療を行って
います。

地域トップレベルの診療を
提供します！

0 1 循環器内科
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●趣味
地図、フライトシミュレーター
●診療へのこだわり
患者さんが生涯にわたって自
分の病気と向き合うお手伝い
をできるよう心がけています
●好きな食べ物、飲み物
揚げ出し豆腐

●趣味
カフェ巡り
●診療へのこだわり
患者様に寄り添った医療を提
供できるよう頑張ります。
●好きな食べ物、飲み物
すし、パン

ド ク タ ー 紹 介

久岡 雅弘 
Hisaoka　Masahiro

平成28年　山口大学卒
日本専門医機構認定内科専門医
学会認定循環器専門医
学会認定不整脈専門医（2026.4～）
皮下植込型除細動器（SICD）実施症
リードレスペースメーカー植込実施医

仲村 華子 
Nakamura Hanako

令和5年　山口大学卒
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■5年間の血管外科手術症例数

下肢静脈瘤
閉塞性動脈硬化症
腹部大動脈瘤

0

50

100

150

200

2020 2021 2022 2023 2024 （年）

患者数（人）

■5年間の心臓外科手術症例数
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ド ク タ ー 紹 介

●趣味
B級グルメ、酒場放浪、写真、読書
●診療へのこだわり
最善の医療を目指して。
●好きな食べ物、飲み物
ハムカツ・刺身・焼鳥・
やきとん・ビール・ホッピー

●趣味
キャンプ
●診療へのこだわり
下関地域の心臓領域への最後の
砦となれる様がんばります。
●好きな食べ物、飲み物
ウイスキー

●趣味
釣り、ワイン
●診療へのこだわり
より成績が良く、低侵襲な治療
が出来るよう研鑽しています。
●好きな食べ物、飲み物
野菜、ワイン

●趣味
ウイスキー（ウイスキー検定2級）
●診療へのこだわり
患者さんがわかりやすい
説明を心がけています。
●好きな食べ物、飲み物
お酒全般

池　 創一 Ike Soichi

平成26年　山口大学医学部卒
日本外科学会専門医
日本心臓血管外科専門医
日本脈管学会専門医
日本再生医療学会認定医
胸部ステントグラフト実施医
腹部ステントグラフト指導医
下肢静脈瘤血管内治療実施医

山下 　修 Yamashita Osamu

平成16年　山口大学医学部卒
日本外科学会専門医
日本心臓血管外科専門医
日本脈管学会　脈管専門医・指導医・評議員
日本血管外科学会　血管内治療認定医
胸部ステントグラフト指導医
腹部ステントグラフト指導医
下肢静脈瘤に対する血管内治療の実施基準
による実施医・指導医
浅大腿動脈ステントグラフト実施医

髙橋 雅弥 Takahashi Masaya

平成12年　山口大学医学部卒
日本外科学会専門医
日本心臓血管外科専門医
経カテーテル的大動脈弁置換術指導医

伊東 博史 Ito Hiroshi　副院長、科長
平成４年　山口大学医学部卒
山口大学臨床教授
心臓血管外科専門医認定機構基幹施設修練責任者
日本外科学会指導医・専門医
日本心臓血管外科専門医・評議員
日本胸部外科学会認定医・正会員
関西胸部外科学会評議員
経カテーテル的大動脈弁置換術指導医
低侵襲心臓手術認定医
胸部大動脈瘤ステントグラフト指導医
腹部大動脈瘤ステントグラフト実施医

当科では、年間心臓手術・血管外科手術合わせて約350〜400例を手掛け、山口県西部
における心臓血管外科手術の中核を担っています。
TAVI（経カテーテル大動脈弁置換術）は山口大学に次いで県内2番目の実施実績を誇
り、高齢の方や体に負担のかかる方でも安全に受けられる治療を提供しています。
また、心房細動の治療に特化したWolf-Ohtsuka法では、県内はもとより九州や中国地
方から多くの患者さんが来院されています。
当科では、下関でも最先端の心臓血管外科治療が受けられるよう、最新の手術技術と
チーム医療を駆使し、低侵襲で安全な手術を行うとともに、術後の生活の質向上にも力
を入れています。地域の皆さまに信頼される、高度で温かい医療を目指しています。

地域に最先端を。
心臓血管外科の挑戦

02 心臓血管外科
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■新入院患者数の推移

■外来患者数
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ド ク タ ー 紹 介

●趣味
音楽鑑賞
●診療へのこだわり
対話に基づく方針決定。
●今後の目標・夢
生涯現役

佐野 史歩 
Sano Fumiho

平成11年　山口大学卒
日本外科学会外科専門医
呼吸器外科専門医認定機構専門医
日本がん治療認定医
気管支鏡専門医
日本ロボット外科学会国内B級
日本DMAT隊員

●趣味
夏フェス、キャンプ、筋トレ
●診療へのこだわり
最高レベルの手術を提供でき
るよう日々研鑽
●好きな食べ物、飲み物
カレー、餃子、クラフトビール

岡　 一斉 Oka Kazuhito

消化器外科科長

平成15年　山口大学卒
日本外科学会専門医
日本消化器外科学会専門医・指導医
日本消化器外科学会消化器がん治療認定医
日本内視鏡外科学会技術認定医
日本がん治療認定医機構認定医
日本ロボット外科学会国内B級

●診療へのこだわり
誠心誠意
●好きなスポーツ
バスケットボール
●好きな音楽
クラシック、尾崎豊

須藤 学拓 Sudo Manabu

院長補佐、外科科長

平成9年　山口大学卒
日本外科学会認定医・専門医・指導医
日本がん治療認定医機構認定医
呼吸器外科専門医認定機構専門医

●趣味
旅行
●診療へのこだわり
乳がんを専門としています。早
期発見、よりよい治療提供がで
きるよう頑張ります
●今後の目標・夢
下関市の乳がん検診率の向上

●趣味
料理、お酒
●診療へのこだわり
疾患から全身を診察し、患者と
ともに最善の治療を考え、提案
します
●好きな食べ物、飲み物
寿司

矢野 由香 Yano Yuka

平成23年　山口大学卒
日本外科学会専門医
日本消化器外科学会専門医・指導医
日本乳癌学会認定医・専門医
日本がん治療認定医
日本外科感染症学会ICD
日本外科感染症学会外科周術期感染管理認定医
日本地域医療学会専門医・指導医
地域包括医療ケア認定医

岩本 圭亮 
Iwamoto Keisuke

平成24年　山口大学卒
日本外科学会専門医
検診マンモグラフィ読影認定医
日本消化器外科専門医今年受験予定

外科では胸部から骨盤腔までの主に内臓疾患に対する外科治療を担当しています。胃が
ん・大腸がん・膵がん・肺がん・乳がんなどの悪性腫瘍が主な対象ですが胆石や鼡径ヘル
ニアと言った良性疾患に対する手術も行います。その多くが内視鏡を用いた低侵襲鏡視
下手術ですが、さらに昨年から下関医療圏で初となる手術支援ロボット（DaVinciTM）を
導入し最新の医療を提供できるようになりました。我々は常に進歩することを念頭に置
き努力・研鑽を惜しまず地域医療へ貢献していきたいと考えています。

常に前へ

03 外科
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ド ク タ ー 紹 介

●趣味
旅行、読書
●診療へのこだわり
分かりやすい説明、皆が納得で
きる治療を提供すること
●好きな食べ物、飲み物
果物全般

●趣味
音楽鑑賞
●診療へのこだわり
患者様に寄り添った診療を心
がけています。
●好きな音楽
ジャズ、ファンク

中島 朔生 
Nakashima Sakuo

平成28年　久留米大学卒
検診マンモグラフィ読影認定医

須藤 優太郎 
Suto Yutaro

平成29年　山口大学卒
日本外科学会専門医
日本消化器外科学会専門医
日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医
検診マンモグラフィ読影認定医
医学博士
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■新入院患者数の推移

■外来患者数
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ド ク タ ー 紹 介

●趣味
音楽、キャンプ
●診療へのこだわり
安全な医療を心がけています
●好きな食べ物、飲み物
ビール

●趣味
ヴァイオリンの演奏
●診療へのこだわり
誠実な対応と安全・確実な内
視鏡処置を心がけています。

森　 健治 Mori Kenji

院長

昭和63年　山口大学卒
日本内科学会認定内科医
日本消化器病学会専門医・指導医
日本肝臓学会専門医・指導医
日本消化器内視鏡学会専門医
山口大学医学部臨床教授

花園 忠相 Hanazono Tadasuke

消化器内科科長

平成22年　久留米大学卒
日本内科学会総合内科専門医
日本消化器病学会専門医・指導医
日本肝臓学会専門医
医学博士

川野 道隆 Kawano Michitaka

胆膵内科科長

平成22年　埼玉医科大学卒
日本内科学会認定内科専門医
日本消化器病学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医
医学博士

●趣味
野球観戦
●診療へのこだわり
楽と感じてもらえる内視鏡
●好きな食べ物、飲み物
カレーライス

●趣味
釣り、旅行、アクアリウム
●診療へのこだわり
丁寧な診療を心がけます
●好きな食べ物、飲み物
肉

中村 克彦 
Nakamura Katsuhiko

平成29年　藤田医科大学卒
日本内科学会認定内科専門医
日本消化器病学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医
難病指定医
医学博士

佐藤 聡利 
Sato Akito

令和5年　山口大学卒

消化器内科は対象となる臓器や疾患、検査・治療処置が多彩ですが、そのすべてに対応
できるように努めています。消化管領域では食道・胃・大腸の早期癌に対する内視鏡的治
療（ESD）、炎症性腸疾患の治療、小腸出血に対するカプセル内視鏡やダブルバルーン内
視鏡検査を行っています。胆膵領域では術後胃に対するバルーン内視鏡を用いた治療や
超音波内視鏡での組織採取、胆道ドレナージ術等も行っています。また、肝臓領域でも急
性・慢性肝疾患から肝癌の治療まで行っています。

患者さんに寄り添い、どんな疾患にも
対応できる消化器内科を目指して

04 消化器内科
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ド ク タ ー 紹 介

●診療へのこだわり
人工関節を中心に、様々な手
術を提供しています。迅速な診
断と適切な治療を心がけてい
ます。

●趣味
ウォーキング、CNNを見ること
●診療へのこだわり
患者の痛み、しびれを減らすた
め、全力で対応します。
●好きな食べ物、飲み物
うどん、お茶

藤澤 武慶 
Fujisawa Takenobu

平成16年　山口大学卒
日本整形外科学会専門医
日本整形外科学会認定リウマチ医
日本整形外科学会認定スポーツ医
日本整形外科学会認定運動器リハビリテー
ション医
日本人工関節学会認定医

片岡 秀雄 Kataoka Hideo

科長

平成3年　山口大学卒
日本整形外科学会専門医
日本整形外科学会脊椎脊髄病医
日本整形外科学会脊椎内視鏡下手術・技術認定医
日本脊椎脊髄病学会脊椎脊髄外科指導医

安部 幸雄 Abe Yukio　副院長

昭和62年　宮崎医科大学卒
山口大学医学部臨床教授
The Asian Institute of Telesurgery

（台湾）他、韓国、香港、シンガポール、
フランス、各所の客員教授
日本整形外科学会専門医
運動器リハビリテーション学会専門医
日本手外科学会専門医・指導医
日本手外科学会代議員

橈骨遠位端骨折診療ガイドライン策定
委員会アドバイザー
日本肘関節学会評議員
日本肘関節学会学術委員会委員長
日本骨折治療学会評議員
ASSH（米国手外科学会）会員
EWAS（ヨーロッパ手関節鏡学会）会員
The Best Doctors in Japan（2014～）

●診療へのこだわり
後遺症を最小限にする治療の
選択

●趣味
ボディビル
●診療へのこだわり
患者様に伝わるよう専門用語
を出来るだけ使わない。
●好きな食べ物、飲み物
揚げ物とビール

髙橋 洋平 
Takahashi Yohei

平成19年　山口大学卒
日本整形外科学会専門医
日本手外科学会専門医
日本整形外科学会認定スポーツ医

淺野 　圭 
Asano Kei

平成23年　福岡大学卒
日本整形外科学会専門医
日本整形外科学会認定リウマチ医
日本整形外科学会認定運動器リハビリテー
ション医
日本整形外科学会認定スポーツ医

当院整形外科では年間約1,500件の手術を行い、山口県内ではトップクラスです。運動
器疾患を専門とする整形外科の専門医が各分野（上肢・下肢・脊椎）の診療に当たって
います。学会発表、論文作成を積極的に行い、先進的な医療の導入を行っています。関節
鏡、内視鏡を用いた低侵襲手術にも特化しています。

皆様の日々の暮らしを守る
運動器疾患のエキスパート

05 整形外科
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DOCTOR'S
FILE 2025

●趣味
野球、マラソン
●診療へのこだわり
目の前の一人一人の患者さん
を最も幸せにできる最適解を
常に意識しています。
●好きな食べ物、飲み物
焼肉

ド ク タ ー 紹 介

清水 雅大 
Shimizu Masahiro

令和3年　山口大学卒

16 17



DOCTOR'S
FILE 2025

子宮頚部異形成（レーザー治療、円錐切除術）
子宮頚癌・上皮内癌（円錐切除のみ）
子宮頚癌・上皮内癌（開腹）
子宮体癌
卵巣癌・卵管癌・腹膜癌
子宮全摘出（良性、開腹）
子宮筋腫核出（開腹）
子宮付属器腫瘍摘出（良性、開腹）
子宮下垂・子宮脱
腹腔鏡手術（子宮全摘出）
腹腔鏡手術（付属器）
腹腔鏡手術（子宮筋腫核出）
TCR

2020 2021 2022 2023 2024
38
27
26
31
30
48
9
24
22
22
95
8
45

42
30
21
23
32
46
3
17
7
49
107
19
28

37
29
17
26
22
28
2
6
19
58
96
18
39

34
34
9
24
33
34
4
12
5
39
109
13
41

44
20
9
26
23
45
0
20
10
39
81
13
35

（婦人科の主な手術件数）

2020 2021 2022 2023 2024
182
89
8

203
104
12

195
104
6

185
93
11

207
110
7

（産科の主な手術件数）

産婦人科総手術件数
2020 2021 2022 2023 2024
614 641 600 626 599

■産婦人科手術件数

帝王切開
（うち緊急帝王切開）
子宮頚管縫縮術

ド ク タ ー 紹 介

●趣味
スポーツ、ピアノ
●診療へのこだわり
それぞれの患者さんやご家族
の思いに添った診療ができる
様に心がけています。
●好きな食べ物、飲み物
スイーツ

●趣味
サラブレッド鑑賞
●診療へのこだわり
一期一会
●好きな食べ物、飲み物
たこ焼き、ハイボール

●趣味
釣り、旅行、写真
●診療へのこだわり
患者・患者家族の立場になって
考える
●好きな食べ物、飲み物
カレー、焼きそば、お酒全般

丸山 祥子 
Maruyama Shoko

平成16年　山口大学卒
日本産科婦人科学会専門医
日本産科婦人科学会指導医
山口大学医学部臨床講師

竹谷 俊明 Taketani Toshiaki　産婦人科副科長
平成12年　山口大学卒
日本産科婦人科学会専門医
日本産科婦人科学会指導医
日本生殖医学会専門医・指導医
日本産科婦人科内視鏡学会認定医（腹腔鏡）
日本産科婦人科学会内視鏡学会認定医（ロボット）
日本内視鏡外科学会技術認定医（産科婦人科）
日本ロボット外科学会認定医（国内B級）
日本ロボット外科学会ダヴィンチ術者
日本ロボット外科学会certificate（婦人科）
日本婦人科ロボット手術学会プロクター（良性）
日本がん治療認定機構認定医

嶋村 勝典 Shimamura Katsunori

副院長、科長

平成2年　山口大学卒
日本産科婦人科学会専門医
日本産科婦人科学会指導医
山口大学医学部臨床教授

矢壁 和之 
Yakabe Kazuyuki

平成18年　山口大学卒
日本産科婦人科学会専門医、指導医

西本 裕喜 
Nishimoto Yuki

平成21年　山口大学卒
日本産科婦人科学会専門医
日本産科婦人科学会指導医
日本がん治療認定医機構認定医
山口大学医学部臨床講師

●趣味
将棋
●診療へのこだわり
患者さんが満足できる医療を
心掛けています
●好きな食べ物、飲み物
牛丼

●趣味
バスフィッシング
●診療へのこだわり
患者さんの気持ちに寄り添っ
た医療をしたいです
●好きな食べ物、飲み物
すけさんうどん

当科は、地域周産期母子医療センターとしてNICU 6床を有し、不妊症・内分泌疾患から
周産期、婦人科悪性腫瘍まで幅広く診療しています。
腹腔鏡手術に加え、2025年度よりロボット支援下手術を導入し、低侵襲治療の選択肢
を拡大しました。
地域の医療機関と密に連携し、急性期医療や救急対応を担うとともに、病診連携により
軽症例は積極的に逆紹介しています。今後も、地域医療の発展に貢献できるよう努めて
まいります。

地域とともに
安心と信頼の医療を

06 産婦人科
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DOCTOR'S
FILE 2025

●診療へのこだわり
患者さんが安心して通院でき、
何でも相談しやすい診療
●好きなドラマ
コウノドリ
●休日の過ごし方
娘と一緒にたくさん遊ぶ

●趣味
旅行、キャンプ
●診療へのこだわり
患者様に寄り添った医療を提
供できるように心がけています
●好きな食べ物、飲み物
蕎麦、唐揚げ

森岡 　均 
Morioka Hitoshi

昭和50年　山口大学卒
日本産科婦人科学会専門医
日本周産期・新生児医学会暫定指導医

横田 翔大 
Yokota Shota

令和5年　山口大学卒

中村 真由子 
Nakamura Mayuko

平成29年　藤田保健衛生大学卒
日本産科婦人科学会専門医

ド ク タ ー 紹 介
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■前立腺癌

4

65

7

68 63

4 12

57

16

36

LRP
（腹腔鏡下前立腺全摘除術）
brachytherapy
（密封小線源療法）
RALP（ロボット支援腹腔鏡
下前立腺全摘除術）

下肢静脈瘤
閉塞性動脈硬化症
腹部大動脈瘤

ド ク タ ー 紹 介

●趣味
自転車
●好きなスポーツ
バドミントン

●趣味
釣り
●診療へのこだわり
ガイドラインに基づいた診療
●好きな食べ物、飲み物
焼肉、日本酒

松本 祐一 
Matsumoto Yuichi

平成21年　岡山大学卒
日本泌尿器科学会専門医・指導医

高井 公雄 
Takai Kimio

昭和61年　宮崎医科大学卒
平成4年　山口大学大学院医学研究博士課程了
山口大学医学部附属病院臨床教授
日本泌尿器科学会専門医・指導医
日本泌尿器内視鏡学会技術認定医
日本外科内視鏡学会腹腔鏡手術認定医（泌尿器）
日本移植学会認定医
日本臨床腎移植学会認定医

江口 　賢 Eguchi Satoshi

科長

平成13年　山口大学卒
平成22年　山口大学大学院 （医学博士）
日本泌尿器科学会専門医・指導医
日本泌尿器内視鏡学会技術認定医
日本内視鏡外科学会内視鏡外科技術認定

（泌尿器腹腔鏡）
日本がん治療認定医機構認定医
ダヴィンチXi コンソールサージャン certificate

泌尿器全般の疾患に対して診療を行っています。特に尿路結石手術は多く、体外衝撃波
腎・尿管結石破砕術（ESWL）、経尿道的尿路結石破砕術（TUL）、経尿道的併用経皮的
腎結石破砕術（ECIRS）を選択し治療を行っています。悪性腫瘍に対しては体腔鏡手術
を積極的に行っています。手術支援ロボットを導入し、現在は腎癌、前立腺癌に対し使用
しています。また、前立腺癌に対しては密封小線源療法を県内で唯一行っており、様々な
治療が選択可能です。

最善の治療を目指して

07 泌尿器科

22 23



DOCTOR'S
FILE 2025

■新入院患者数の推移

■外来患者数

10,459人

2020年

11,521人

2021年

12,487人

2022年

13,384人

2023年

14,651人

2024年

608
754

965
1,169

1,580

0

500

1000

1500

2000

2020 2021 2022 2023 2024 （年）

患者数（人）

ド ク タ ー 紹 介

●趣味
ライブ鑑賞
●診療へのこだわり
禁煙外来で、禁煙のサポートを
しています
●好きな食べ物、飲み物
コロッケ

●趣味
ドライブ
●診療へのこだわり
よく話を聞き、ベストな治療方
針で治療することを心がけてい
ます。
●好きな食べ物、飲み物
焼肉

●趣味
映画鑑賞、読書
●診療へのこだわり
患者さんに寄り添った診療を
心がけています。
●好きな食べ物、飲み物
刺身、コーヒー

●趣味
海釣り、飲んで歌う
●診療へのこだわり
患者さんが相談しやすい雰囲
気作り
●好きな食べ物、飲み物
カレー

平野 洋子 
Hirano Yoko

平成24年　山口大学卒
日本内科学会総合内科専門医
日本呼吸器学会専門医
日本結核病学会結核・抗酸菌認定医

宇都宮 利彰 
Utsunomiya Toshiaki

平成22年　山口大学卒
日本内科学会認定内科医

松嶋 　敦 
Matsushima Atsushi

平成14年　山梨医科大学卒
日本内科学会総合内科専門医
日本呼吸器学会専門医
医学博士
認知症サポート医

伊藤 光佑 Ito Kosuke　科長

平成18年　久留米大学卒
日本内科学会総合内科専門医
日本呼吸器学会指導医・専門医
日本プライマリ・ケア連合学会指導医
日本呼吸ケア・リハビリテーション学会呼吸
ケア指導士（初級）
日本結核・非結核性抗酸菌症認定医
ICD（インフェクションコントロールドクター）
日本がん治療認定医機構がん治療認定医

●趣味
旅行、登山
●診療へのこだわり
患者さんの立場にたって診療
する
●好きなスポーツ
野球

宇山 和宏 
Uyama Kazuhiro

平成24年　福岡大学卒
日本内科学会認定内科医
日本呼吸器学会専門医
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医

当科は下関市内で唯一、複数の呼吸器内科の専門医が常勤として在籍しており、その数
は県内でも有数です。全員が豊富な経験を持ち合わせており、全員がすべての呼吸器疾
患に対応しています。また、呼吸器外科や放射線治療科との風通しも良く、さまざまな疾
患のすべてのフェーズ、あらゆるニーズに応えられる体制を築いています。肺がんの領域
は近年、毎年年度内に診療ガイドラインが改定されるほど進歩がめまぐるしいですが、常
にアップデートを欠かさず、最新のエビデンスを反映した治療を提供しています。

県内有数の呼吸器専門医数で
あらゆる疾患に対応します。

08 呼吸器内科
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小畑 秀登 Obata Hideto

昭和61年　産業医科大学卒
山口大学医学部医学科呼吸器・感染症内科学
講座臨床教授
日本内科学会総合内科専門医
日本呼吸器学会指導医 専門医
American College of Chest Physicians Young Investigator Award受賞
日本医師会認定産業医
ICD（インフェクションコントロールドクター）
医学博士

ド ク タ ー 紹 介

●診療へのこだわり
クオリティの高い医療の提供
●今後の目標
Life style of health and 
sustainability
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■外来患者数

14,322人

2020年

14,506人

2021年

15,095人

2022年

14,783人

2023年

14,446人

2024年

■診療実績

腎生検
血液透析導入
血液透析総数
内シャント作成術
人工血管移植術
経皮的血管形成術
シャント血栓除去術
腹膜透析症例
腹膜透析導入症例

22例
38例
18739例
44例
2例
84例
15例
15例
2例

2024年

ド ク タ ー 紹 介

●趣味
山歩き
●診療へのこだわり
患者さんにとってベストの治療
の提供を目指します
●好きな食べ物、飲み物
麺類

●趣味
読書

●診療へのこだわり
患者さんのそれぞれの生活に
目を向けた医療を目指していま
す。慢性腎臓病への早期介入、
予防を行っています。
●休日の過ごし方
子供のスポーツのサポート

新田 　豊 Nitta Yutaka

昭和60年　山口大学卒
日本内科学会総合内科専門医・認定医・指導医
日本腎臓病学会認定専門医・認定指導医
日本透析医学会認定専門医・認定指導医
卒後臨床研修指導医
山口大学医学部臨床教授
日本腎臓学会広報委員会連絡委員
日本慢性腎臓病対策協議会（J-CKDI）県統括者

毛利 　淳 
Mori Jun

昭和62年　産業医科大学卒
日本透析学会専門医
日本泌尿器科学会指導医・専門医
日本医師会産業医
日本内科学会
日本腎臓学会

岡﨑 　恵 Okazaki Aya

科長

平成18年　山口大学卒
日本内科学会専門医・認定医
日本腎臓病学会認定専門医
日本透析学会
日本腹膜透析学会

当院腎臓内科では、慢性腎不全、腎炎、急性腎障害や透析治療などの腎臓疾患だけでな
く、糖尿病をはじめとした内分泌疾患など幅広い内科疾患治療をおこなっています。
腎臓は他臓器との関わりも深く、体内のバランスを維持するとても重要な臓器です。
症状がでにくい臓器ですので、尿検査所見や血圧、肥満や耐糖能異常などから、慢性
腎不全（CKD）を早期発見し腎機能をより長く維持できるよう、県内の腎疾患の要として
尽力いたします。

より多くの腎臓をまもるために

09 腎臓内科
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■新入院患者数の推移

■外来患者数

11,392人

2020年

12,485人

2021年

12,628人

2022年

13,313人

2023年

12,762人

2024年
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ド ク タ ー 紹 介

●趣味
旅行、お菓子作り
●診療へのこだわり
子ども達が緊張せず、話しやすい
雰囲気作りを心がけています。
●好きな食べ物、飲み物
チーズケーキ、日本酒

●趣味
ピアノ
●診療へのこだわり
患者さんの日常生活を想像し
ながら診療する
●好きな音楽
BE:FIRST、椎名林檎

●趣味
赤ちゃんの寝顔を眺めること
●診療へのこだわり
子供とその家族が安心できる
診療を心がけています。泣かせ
ないことが目標です。
●好きな食べ物、飲み物
ラーメン、休日のコーヒー

●趣味
将棋
●診療へのこだわり
メリハリ
●好きな食べ物、飲み物
焼肉、焼き鳥、寿司、ラーメン

山浦 咲恵 
Yamaura Sae

令和4年　山口大学卒

早川 夢乃 
Hayakawa Yumeno

令和4年　山口大学卒

廣中 大典 
Hironaka Daisuke

令和3年　山口大学卒

石川 雄一 Ishikawa Yuichi

科長

平成7年　山口大学卒
日本小児科学会専門医
小児循環器専門医
医学博士

当科ではかかりつけ医からの紹介を主に、年間約1000例の入院に対応しています。
また、時間外診療も月に22回の当番を行い、年間約900例の時間外患者に対応してい
ます。小児の救急車対応も年間約300例あります。24時間小児科医が対応できるよう
に、ほぼ5人で当直を回しています。今後も少子化が進み、小児科の存在が問われる時代
になるかもしれませんが、地域の小児医療に貢献でいるように頑張っていきます。

下関のこどもの
入院と救急を守る

1 0 小児科
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DOCTOR'S
FILE 2025

■新入院患者数の推移

■外来患者数

268人

2020年

255人

2021年

276人

2022年

244人

2023年

250人

2024年
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ド ク タ ー 紹 介

●趣味
野鳥観察
●診療へのこだわり
お子さんにとって負担が少ない
診療を心がけています
●好きな食べ物、飲み物
うどん、そば

福永 真之介 Fukunaga Shinnosuke

科長

平成11年　山口大学
日本小児科学会専門医
日本周産期新生児医学会専門医制度（新生
児）暫定指導医
医学博士

当院NICU（新生児集中治療室）は6床あり、早産児や疾患に罹患した新生児に対して治
療を行っています。早産児は在胎週数26週以降のお子さんを対象にしています。人工呼
吸管理、一酸化窒素吸入療法、低体温療法などの治療が可能です。
未熟性が強い早産のお子さんに対しては後遺症のない生存を目指して診療を行ってお
り、退院後は小児科外来で発達、発育のフォローアップも行っています。治療を必要とす
る新生児がいらっしゃいましたら、ご相談いただければと思います。

地域で唯一の
新生児集中治療室

1 1 新生児科
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DOCTOR'S
FILE 2025

■２０２４年手術症例

全身麻酔件数
腰麻・伝達麻酔件数
局所麻酔・その他の件数

150
3
193

入院 外来 計

1
155

150
4
348

外傷
先天異常
腫瘍
瘢痕・瘢痕拘縮・ケロイド
難治性潰瘍
炎症・変性疾患
美容（手術）
その他
レーザー治療

疾患大分類手技数

30
24
45
3
29
11

8

1

2

4
8
31
3
5
16

126

全身麻酔 腰麻・
伝達麻酔

局所麻酔・
その他

入　院

26
2
119
4
1

3

1

60
34
195
10
35
29

139

全身麻酔 腰麻・
伝達麻酔

局所麻酔・
その他

計
外　来

ド ク タ ー 紹 介

●趣味
クラシックバレエ、ミュージカル
鑑賞
●診療へのこだわり
話やすいと思って頂けるような
診療を心がけています。
●好きな食べ物、飲み物
スイーツ、お菓子全般

●趣味
古着屋めぐり、ドラマ鑑賞（日
本・韓国）
●診療へのこだわり
丁寧で美しく合併症の少ない
手術を心がけています。
●好きな食べ物、飲み物
四川風麻婆豆腐、点心、ネギ、
納豆

村山 彩奈 
Murayama Ayana

令和3年　福岡大学卒

吉村 　希 Yoshimura Nozomi

副科長

平成27年　福岡大学卒
日本形成外科学会専門医
乳房再建用エキスパンダー／インプラント責
任医師・実施医師

当院は、大学病院以外では山口県西部地域において唯一形成外科を標榜している病院
です。
当科では主に顔面外傷、熱傷、難治性潰瘍、ケロイド・肥厚性瘢痕、小児形成外科、皮膚・
皮下良性腫瘍、皮膚悪性腫瘍、加齢性眼瞼下垂症、眼瞼内反症、乳房再建等を対象に幅
広く診療を行い、年間約500例の手術を行っています。
当科で手術を受けた患者様が心から満足され笑顔で社会復帰できるように、患者様に寄
り添った温かい医療を目指しています。

美しさを追求し、
カタチをつくる外科。

1 2 形成外科
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DOCTOR'S
FILE 2025

■新入院患者数の推移

■外来患者数

2,722人

2020年

3,311人

2021年

3,638人

2022年

3,934人

2023年

3,964人

2024年
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ド ク タ ー 紹 介

●趣味
映画鑑賞
●好きなスポーツ
サッカー

篠山 瑞也 Shinoyama Mizuya

科長

平成12年　山口大学卒
日本脳神経外科学会専門医・指導医
日本脳神経外傷学会指導医

当院脳神経外科は2007年に開設され、以降主に脳卒中、頭部外傷に対する救急対応を
中心に診療を継続しています。当科救急搬送数は年間300-400件で多くの救急車を受
け入れています。
頭部外傷に対する血腫除去術やくも膜下出血に対する脳動脈瘤クリッピング術など開
頭手術を中心に行っています。さらに脳出血に対する内視鏡下血腫除去術など低侵襲手
術も施行可能です。また脳梗塞に対する経皮的血栓回収術など山口大学脳神経外科の
支援の元で施行しています。
高度でかつ地域の皆様に安心して頂ける体制を目指しています。

地域の皆様の安心のために

1 3 脳神経外科
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DOCTOR'S
FILE 2025

■診療実績（令和5年）

CT
MRI
RI
PET
消化管透視
IVR

外照射治療計画
前立腺密封小線源
放射線同位元素内用療法

17667
5892
319
413
20
53
71
132
68
３例６件

胃、大腸
血管造影
非血管領域（CT下穿刺等）

Ra治療

ド ク タ ー 紹 介

●診療へのこだわり
放射線治療を専門とする
●今後の目標・夢
静かな老後
●休日の過ごし方
安静第一

●診療へのこだわり
画像診断・IVRで地域医療に貢
献できるように頑張ります

●趣味
読書
●好きな音楽
クラシック

狩野 裕一 
Karino Yuichi

昭和56年　山口大学卒
日本医学放射線学会放射線治療専門医
日本放射線腫瘍学会放射線治療専門医

箕田 俊文 
Mita Toshifumi

平成2年　大分医科大学卒
日本医学放射線学会放射線診断専門医
日本インターベンショナルラジオロジ―
学会IVR専門医

金子 隆文 Kaneko Takafumi

科長

昭和62年　川崎医科大学卒
日本医学放射線学会放射線診断専門医

当科では、320列CTを用いた超高速撮像や、3テスラMRIによる高精細な画像診断が可
能であります。また今秋からは、最新型のデジタルPETが稼働します。私たちは、これらの
装置を用い、地域の開業医の先生方や、臨床各科の先生方の要望に応えて参ります。
放射線治療では、TrueBeamリニアック装置が導入され、サブミリメートル単位の高精
度な治療実績を積んでいます。
放射線科IVRでは、外傷　悪性腫瘍　動脈瘤　静脈瘤　リンパ漏などに対する　正確、
安全、確実な手技が実施されています。

地域医療支援病院　
癌診療連携拠点病院としての
責任に応えます。

1 4 放射線科

PET-CT SPECT 
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FILE 2025

■新入院患者数の推移

■外来患者数

4,187人
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4,076人
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2022年
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ド ク タ ー 紹 介

●好きな食べ物、飲み物
パンとスイーツ
●好きな映画
古きよき時代のもの

中山 昌子 Nakayama　Masako

科長

山口大学卒
日本眼科学会専門医

当科では現在一人体制のため　特に専門外来は設けず　白内障、緑内障、前眼部一般、
糖尿病など広く初再診外来で診療。また、基礎疾患や超高齢などで外来手術が困難な方
の白内障入院手術を行っています。明らかに専門外の疾患が疑われました場合でも病状
をできるだけ平易な言葉でご説明した上で然るべき診療科や専門医の居る医療機関へ
速やかにご紹介することを心がけております。
※現状、硝子体手術、抗VEGF注射、多焦点眼内レンズ挿入は行っておりません。

安心と納得を目指して

1 5 眼科
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■2024年度全身麻酔下手術件数

抜歯術

骨関連手術

唾液腺関連手術
外傷（顎骨骨折）
良性腫瘍手術
悪性腫瘍手術
合　　計

52
5
2
1
1
2
6
1
70

埋伏智歯抜歯術
過剰埋伏歯抜歯術、異所性埋伏歯抜歯術
腐骨除去術
顎骨内金属プレート除去術
唾石摘出術
顎骨骨折観血的整復固定術
顎骨腫瘍摘出術（顎骨嚢胞含む）
悪性腫瘍切除術

ド ク タ ー 紹 介

●趣味
ランニング
●診療へのこだわり
丁寧な説明と短時間での治療
●好きな食べ物、飲み物
粉物、カレー

山内 良太 Yamanouchi Ryota

科長

平成20年　日本歯科大学卒
日本口腔外科学会認定医

当科では病歴や内服薬から歯科医院で困難とされた歯および親知らずの抜歯、外傷や癌
の診断に加え、全身麻酔での手術前後に行うお口のケア（周術期口腔機能管理）を行っ
ております。治療の前には、できるだけわかりやすく丁寧に説明し、納得いただいてから進
めることを大切にしています。

全身を支えるお口のケア

1 6 歯科口腔外科
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■新入院患者数の推移

■外来患者数

2,013人
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2,100人
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ド ク タ ー 紹 介

●趣味
写真、旅行
●診療へのこだわり
一人ひとりに最適な治療を提
案できるよう心がけています
●好きな食べ物、飲み物
海鮮、和食、韓国料理

橋本 紗和子 Hashimoto Sawako

医長

平成29年　山口大学卒
日本専門医機構認定皮膚科専門医

皮膚は体を守る大切な臓器であり、全身の健康と深く関わっています。当科は皮膚科専
門医が湿疹やアトピー性皮膚炎、にきびやじんま疹等から皮膚腫瘍や難病指定の疾患も
幅広く診療致します。外来で手術可能な皮膚腫瘍に対する手術も実施しております。
また、乾癬分子標的薬使用承認施設として、乾癬に対する分子標的治療（生物学的製
剤、JAK阻害剤等）に加え、アトピー性皮膚炎に対する分子標的治療（生物学的製剤、
JAK阻害剤）も使用できます。
患者さん一人ひとりの悩みに寄り添い、最適な治療をご提案できるよう努めます。

安心して通える皮膚科を目指して

1 7 皮膚科
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■2024年度　診療科別症例数

■2024年度　麻酔法別症例数

診療科
全症例数
麻酔科管理

整形
1278
1151

外科
594
591

婦人
598
598

泌尿
424
423

形成
327
119

心外
289
256

眼
96
0

腎内
64
5

歯科
70
70

脳外
29
8

他
3
2

総計
3772
3223

全身麻酔（2574例） 区域麻酔（547例） その他

総計全麻
単独

884

神経
ブロック
併用

1556

硬膜外
併用

133

脊麻
併用

1

硬膜外
＋
脊麻

95

硬膜外

3

脊麻

236

伝達
麻酔

213

静脈
麻酔等

102 3223

麻酔法

症例数

ド ク タ ー 紹 介

●趣味
旅行、謎解き脱出ゲーム
●診療へのこだわり
安心・安全な麻酔を心がけま
す。

●趣味
テニス、ゴルフ
●診療へのこだわり
患者さんが楽に手術を受けら
れるよう精進しています
●好きな飲み物
アルコール全般

●趣味
音楽
●診療へのこだわり
患者様が手術を受けた後、楽
に過ごせるように
●好きな食べ物、飲み物
寿司

吉田 光剛 Yoshida Mitsuyoshi

科長
平成9年　山口大学卒
日本麻酔科学会専門医・指導医
日本心臓血管麻酔学会専門医
米国周術期経食道心エコー認定試験合格
日本区域麻酔学会認定医・指導医
日本老年麻酔学会認定医

福井 　遼 
Fukui Ryo

平成23年　産業医科大学卒
日本麻酔科学会認定医・専門医
日本周術期経食道心エコー（JB-POT）認定
試験合格

平山 かおり 
Hirayama Kaori

平成4年　弘前大学卒
日本麻酔科学会認定医
日本専門医機構認定麻酔科専門医

●趣味
自然とのふれあい
●診療へのこだわり
患者さんに寄り添い、安全で丁
寧な診療を心がけています。
●好きな食べ物、飲み物
お米、納豆

●診療へのこだわり
まじめに
●好きなスポーツ
テニス
●好きな音楽
クラシック

飯尾 知明 
Iio Tomoaki

平成30年　山口大学卒
日本専門医機構認定麻酔科専門医
日本周術期経食道心エコー（JB-POT）認定
試験合格
日本区域麻酔検定試験（J-RACE）合格

鴛渕 孝雄 
Oshibuchi Takao

昭和49年　山口大学卒
日本専門医機構認定麻酔科専門医
日本麻酔科学会指導医

当院には、最先端の技術を持つ優れた外科医が多数在籍し、数々の手術を成功させてい
ますが、その大半は麻酔なくしては成り立ちません。
手術を受ける患者様の不安要素の一つである術後の痛みをいかに和らげるかは麻酔科
医の工夫にもかかっています。また、全身麻酔で患者様が眠られている間、血圧・心臓の
機能・呼吸状態などに様々な変化をきたしますが、それらを適切に管理することも麻酔科
医の仕事です。

「素晴らしい手術には素晴らしい麻酔がある」をモットーに、患者様が安心して安全に手
術を受けることが出来るよう、私たちは日々精進しています。

素晴らしい手術には
素晴らしい麻酔がある

1 8 麻酔科
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●趣味
国際協力、そこから派生した支
援グッズやフェアトレード商品
などのイベント出店販売を通じ
て様々な方 と々交流を深める
●診療へのこだわり
前期高齢者の仲間入りをしま
したので「周りに迷惑をかけな
い」を最低限の目標に（苦笑）

大城 研司 
Oki Kenji

昭和60年　山口大学卒
日本麻酔科学会認定医

ド ク タ ー 紹 介
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■新患数
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ド ク タ ー 紹 介

●趣味
瞑想、古本屋サーチング、
ウォーキング、サウナ道
●診療へのこだわり
とにかく明るい診療
●好きな食べ物、飲み物
お好み焼き、生ビール

河田 竜一 Kawata Ryuichi

副院長

平成元年　山口大学卒
日本麻酔科学会麻酔科指導医
日本緩和医療学会緩和医療専門医
日本ペインクリニック学会ペインクリニッ
ク専門医

2025年に、当院の緩和ケア内科は設立10年を迎えました。麻酔科医であり、ペインクリ
ニックの専門医である医師が担当しています。緩和ケア病棟はありませんが、当院でがん
治療を受ける患者さんのさまざまな苦痛を和らげることを任務としてきました。
また、院外から紹介された慢性痛の患者さんのペインクリニック診療も出来る限り行って
います。これからも痛みで苦しむ方を癒し、励ます存在でありたいと思います。

あなたのそばに緩和ケア

1 9 緩和ケア内科
緩和ケアチーム

症状かんわ外来

神経ブロックの様子

緩和ケアチームラウンド
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D o c t o r  i n t r o d u c t i o nD o c t o r  i n t r o d u c t i o n

●趣味
ドッグトレーニング
●診療へのこだわり
効果的な治療ができるよう、迅
速かつ的確な診断を返すよう
心がけています。
●好きな食べ物、飲み物
スイーツ

帖地 康世 Chochi Yasuyo

科長

平成12年　山口大学卒
日本病理学会病理専門研修指導医
日本病理学会病理専門医
日本臨床細胞学会細胞診専門医

ド ク タ ー 紹 介

●趣味
読書

奥田 信一郎 
Okuda Shinichiro

昭和50年　山口大学卒
日本病理学会病理専門研修指導医
日本病理学会病理専門医

病理診断科では患者様から採取された組織や細胞を顕微鏡で調べ、病気の確定診断や
治療方針の決定に不可欠な情報を各科へ提供しています。当院は県内では数少ない専
門医２名常勤体制であり、ほぼ全ての診断に対してダブルチェックを行っています。がん
に対する分子標的薬やゲノム医療での薬剤を使用するための検査への対応も行っていま
す。患者様と直接の接点は少ないですが、医療の質を支える必要かつ重要な役割を負っ
ており、治療を効果的に行うために迅速かつ的確に診断情報を提供できるよう努めてい
ます。

医療の質を支える
縁の下の力持ちとして

20 病理診断科
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山口県済生会下関総合病院


